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研究の概要 

　建築・インテリア・都市計画では、設

計や改修を行う前に対象施設や街並みを

事前評価し、計画者にフィードバックす

ることが必要です。設計対象をわかりや

すく、視覚的に体験できる CG シミュレー

ション、AR（強化現実）や VR（仮想現実）

を使って仮想空間上で様々な建築空間を

体験する環境、システムの開発に取り組

んでいます。

研究の特徴
　学校や店舗施設の設計・改修など、利

用者の使い勝手や色彩、素材、家具の配

置や空間の拡がりなどの検討をデジタル

モデリングとレンダリングで行い、VR な

どの仮想空間や現場で CG モデルを重ね

合わせて表示できる AR を活用した様々

なシミュレーションが行えます。これま

でに大学内の学生ラウンジや講義室の改

修、商業施設における防犯対策の検討な

どを行ってきました。

　またこれらの環境は、単に完成予想イ

メージの表示だけでなく、施設計画段階

から設計者、利用者、施設管理者の意見

やアイデアを収集し、計画案に反映させ

ることでより良い空間作りに役立てるこ

とを目指しています。

実用化が想定される分野
　建築・インテリア計画、商業施設、都市　景観、まちづくり支援、情報化建築設計

研究者からのメッセージ
　CG や AR・VR は建築・インテリア計画のシミュレーションツールとして身近になりました。

施設の設計、改修、維持管理など多彩な利用方法を探求していきたいと思います。

　空間デザイン研究室 HP：http://www.wakayama-u.ac.jp/~kawasumi/

仮想空間体験技術を活用した建築・インテリア・街並み景観評価

研究分野　：　CG シミュレーション、建築・インテリア評価、仮想空間体験
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空間デザイン研究室の様々なデザイン活動

CG シミュレーションや AR・VR を活用した仮想空間体験の構築

店舗施設での AR シミュレーションと空間構成の評価


